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寄付金速報 ― 下半期もやや厳しいスタート ― 

1 月までの寄付金は前年同期に比べて 0.06％増と、ほぼ前年並みとなりました。普通寄付金は

2.6％減、特別寄付金が 1.7％増です。昨年 11 月以降、次第にプラス幅が減少しており、1月も

単月でみると直近 10 年間で一番低い数字となっています。 

1 月は普通寄付金の納入が主となる月です。全クラブの 79％にあたる 1,822 クラブからご納入

いただきましたが、納入率が 60％台にとどまっているところも 5地区あります。各地区の理事・

ガバナー・米山奨学委員長・寄付金増進担当の米山委員の皆さまへ送付している「寄付金傾向」

に地区別納入割合を掲載しています。ご確認いただきまして、お早めにご送金くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。 

４月からの新奨学生が決定！ 

4 月からの新規米山奨学生の面接選考が各地区の選考委員会によ

って行われ、1,516 人の応募者から 616 人の合格が決定しました。 

合格者は、博士課程 147 人・修士課程 292 人・学部課程 154 人、

クラブ支援奨学金が 9 人、地区奨励奨学金が 14 人です。このほか、

海外学友会（台湾・韓国）推薦による 2 人の候補者が決定していま

す。国籍・地域別では、中国が 49.8％（前年度 52.3％）、韓国 17.0％

（15.3％）、台湾 6.2％（5.5％）、その他 26.9％（26.9％）です。各地区選考委員会が国籍バラ

ンスをより重視した結果、昨年に比べて中国籍の合格者がやや減少しました。 

今後、辞退者が出るなど多少の変動が見込まれますが、今回の合格者、そして昨年度からの継

続奨学生 210 人を合わせた 828 人が、2011 学年度の奨学生として新たなスタートを切ります。 

学友から 10 万円の寄付 ―20 年ぶりに世話クラブ訪問― 

日本に住み、夫と共に家具の企画販売会社を営む米山学友、何
か

玉
ぎょく

翠
すい

さん（台湾／1987-89）が、

世話クラブの奈良ＲＣの例会に出席した際、米山奨学会へ 10

万円を寄付してくださいました。 

今年 1月末、何さんは東大阪みどりＲＣ会員である夫の北山

治信氏に伴って、奈良ＲＣの例会にビジターとして参加。20

年以上も前の奨学生とあって、何さんだと気付く会員はいませ

んでしたが、自己紹介のなかで「私はこちらでお世話になった

元米山奨学生です」と名乗ると、当時から在籍している会員は

「思い出した！」と、膝を打って喜びました。何さんは、「米

山学友である私は、恩返しだけではなく、常に社会の役に立てるよう頑張ることが使命だと思っ

ています」と話し、その場で 10 万円をクラブ会長に手渡しました。 
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何さん（中央）と夫の北山氏（右） 

何玉翠さんより  最近、ロータリアンの妻としてロータリーの行事に参加するたびに、お世話になった奈良ＲＣのこ

とが気になっていました。カウンセラーが他界してクラブとの連絡も途切れてしまっていましたが、今年結婚 20 周

年、会社創立 10 周年の節目を迎え、この機会に報告を兼ねて感謝の意を伝えたく、主人の同行で出席させ

て頂きました。温かく迎えてくださって嬉しかったです。これからも米山学友の一員として頑張っていきます。 



 

学友が地区米山奨学委員に ― 第 2760 地区 ― 

昨年、ロータリアンになった米山学友の鮑
ボ

尓
ル

吉
ジ

徳
ド

さん（中国／2001-02／新井ＲＣ／名古屋栄

ＲＣ会員）が、第 2760 地区（愛知県）の次期米山奨学委員会の委員に加わることになりました。

正式な就任を前に、この 1月から選考試験や委員会活動にオブザーバーとして参加しています。 

このニュースを知らせてくれた同地区米山奨学委員長の竹内一郎氏は、「元米山奨学生がロー

タリアンとなって奨学生の選考に携わることは、いざ現実となると大変意義深いものがあります。

本奨学会の歴史の長さと懐の深さを改めて感じます」と、感慨を込めて語ってくれました。 
 
 
 
 
 
 

中国青年歌手大賞の最優秀賞受賞 ―謝雪梅さん― 

中国民族楽器の一つ、古箏の奏者で歌手の謝
しゃ

雪
せつ

梅
ばい

さん（中国／2001-03

／松江しんじ湖ＲＣ）が「中国東方時尚杯青年歌手大賞」で、民族唱法部

門の第一位および最優秀才芸賞に輝きました。表彰式は 1 月 18 日、北京

市内で 1 万人の観客を集めて盛大に開かれ、謝さんをはじめ、14 人の受

賞者にトロフィーと副賞が授与されました。 
謝さんは現在、横浜中華芸術団を主宰し、首都圏を中心に幅広くコンサ

ート活動を行っています。今回の受賞
にあたり、「米山奨学金を頂いたおか
げで、勉強一筋に打ち込むことができ、
卒業後はプロの音楽家として、様々な
成績を収めることができました。今回
の受賞も含め、これらの成績は、ロー
タリアンの皆さまのおかげです。皆さまが私を育ててくださ
いました。これからも、アジアの人々に貢献できる音楽家を
目指して頑張ります」と、喜びを語っています。 

ＰＥＴＳ・地区協議会での紹介をお願いします 

各地区で会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）が開催される季節となりました。
米山奨学会では毎年、ＰＥＴＳで米山奨学事業の説明時間を設けていただくようお
願いしています。 
今年は、①豆辞典 ②一般用リーフレット ③米山関連資料案内チラシ

の 3 点を次年度クラブ会長・幹事、クラブ米山記念奨学委員長への配布用
として、また、ＤＶＤ「心つないで、世界へ」を上映用として 1 枚、各地
区ガバナーエレクト事務所宛てに発送しています。 
3～5 月に開催される地区協議会用には、①豆辞典 ②米山学友の群像
Vol.3 ③クラブ米山委員長の手引きを 2月下旬に発送します。 
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鮑尓吉徳さんより  奨学生の時は新潟県の新井ＲＣにお世話になりました。2006 年に大地

旅行社を立ち上げ、昨年、名古屋栄ＲＣに入会させていただきました。今まで多くのロータリアンか

ら頂いた友情に感謝し、一人のロータリアンとして奉仕活動に努めてまいりたいと思います。また、

元奨学生としての経験を生かして、今後、地区委員として外国人留学生との交流を深めながら、

ロータリー精神を多くの国の人々に広め、世界平和を願う「心」を育てていこうと決意しています。 

表彰を受ける謝雪梅さん（中央） 


